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原著

手Li顔の Paget病 につ いて
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はじめに

Velpeal1りが乳頭泌に術皮を形1!Ji:し. J[lli生分泌を泌

める手u娘疾患.の2(:針jを級告し，その後 Page仰がIl qf~自

の疾辺、と乳必との関係を切らかにしたので， Paget病

の名が{すけられた。その後 Paget病の病態，進展経

路毒事に関して多くの報告3)がなされ.現在では Paget

病は，乳頭i百q!L紛古~Iの表皮肉&:測を特徴とするmiで，

手L管内ないし軽度の管外性浸j問を示すものと規定され

ている九しかし臨床像が特異的であることから，そ

の病名は栂変らず使用されている叫われわれは絞近

4砂'1)の Paget病を経験したので， そのl如来{'J'.J般討をf

lJIIえ.行干の汚・認を~c!' lí' った。

疲例

症例 I. 凶Oさo59 .. }" ~'i生主婦1・

家族l援:特記すべき ζとなし。

既1;t1fl.:: 51::}"の時ぅ子宮捕の診断で泌研究会附kiWj
1~'61'こ :t;t ，て単純子宮公幼IJおよひ'1IIoj~りl附f~?:~MIJI~l'i<Î:'i受( .t

た。

妊娠l絞:1 I，il (自然分娩入

月 経:-18才から閉経。

1: ilIf:'右手L頭沼;の発赤。

現病l笠 : 昭和38~ド11)J，為-乳鎖;':j;の発赤に気付いた

が，その他の症状がないので，売薬で治療を行ってい

た。しかし， ~tみは消失する こ となく，扮1支を形成す
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るようになり， j，卯皮のj悦1高と1写形成を く り返 し て~ ， 

るうもにjii.j~iftlはしだL サニ鴻大して%;た。 III!'W3911~.1 

)'J 頃には，乳政羽;の病変の{也に，治乳房の外1:凶~1;i3;

』ニ発赤とj王J備をl下った滋!結が現われ，乳l路炎として抗

生物質の投与を受けたと二ろ，硬絡は伐ったが， 1eみ
と圧痛は;r~ター した。 5 )'1に:æり右l阪1ß!;却にリンパí::ñI鴎

III誌を総め.当科外3kにおける病理おi級学的検索の結

果，総のリソパfírj転移と?1"J IV1 したため~治手術の I~ 的

で入院した。

局所々見 : 布乳頭部1;t1~ 1 の如く変形し， ヨ長f量iには

YAi波形成が認められる。また手Li1J{の翁外」ニ却に絡os大
の磁L 州百J併を触れ.ギi腕;慌に1.1'.小t街頭火のリンパ釘'j~

2コ触れた。

手術所見 :IIli利3911
'
.5 ) 125 1・ " ゐ・~'LlYJの保治的切断

術を1血行した。:釘j総i!-r，およびお鎖'自・下mに転移らしL・
リンパi!í~を数コ認めた。

肉|拠所見:~Ji蕗でみると，手L鋭m;の灰白色の病変は

l泊先~i とつながっている。

総延rr組織:1:的所見:IBl2の知くj俗体がIVJるく，大型?-

の伎をf千Iする絡調11胞の浸i問が乳頭部に認められ， ιの

変化l主乳輸i~;および周辺の災皮!付にも波及して~ .る。

I支皮府内には著・IJI1なリソパまま浸潤在認める。-m:で
は火j主|付の減創11))包がl完成|勾まで浸潤している{象がみら

れる。また，脳出IIJ泡授i倒(:1:乳管:を通じてまLJI車内におよ

び， 1.7Jー細胞からなるl陸績を形成している。リンパ節

には同様の泌調IIJ胞による転移が認められた。
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術後経過:右舷絡およびお鎖'荷下語家に転診が認めら

れたため，右鋲，~.上認の郭滑を行ったが，転移は認め

られなかった。 61122日退院した。

II{J和.W:J!ll)3.術後検診の目的で当科タト;;jそを訪れた

際.左目夜忽にもリンパ節を触れたため，湾入院し II:{

和40年11}1左舷筋および鎖骨下勉;リソパmiの事Ili奇t.t-H
ったところ，癌転移が認められた。そこで，さらに左

鎖14'上~の郭消を追加l したとこら，同協のリンバ節も

転移が認められた。

l刀31日返院し経過観察を行っていたとGる， 5 

) J '1.'旬嘆から左手LI芳全体が
発赤な?待びて米たので.1文

l釘科医を受診し抜触性政府炎として治僚を受けた。 10

月嘆から右側鎖;'~Iおよび沿・前胸部予術創j品質痕剖:附近に

騒然lを認めるようになり.同時に左手Ll芳念体が，びま

ん1生，炎症伎に師i大し，淡函はi銀E多様を示すように

なった。左側乳頭は陥閉しているが，その災前iに湿i多

様の変化は認められなかった。裕度入院し左手LuJ切

断および右側頭部股銭，お前胸f;{l腫婦の創出を行なっ

た。切除機本の組織学的検索のゐli架:， 左手Ll芳には飽休

の明るい大型の核合持つ細胞の浸潤が認められ，これ

はり γパfi'11，に皮下総織から}'~)文際jに広範Pl1に波ìP，q し

ているが，災皮には浸潤は認められなL、また.コ台側

煩羽泊長主討，右・前j掬iffl舷iI謝は皮下組織の泌浸ìr.~によるも

のであった。その後，放射線療法およびホルモ γ燦訟

を行ったが.昭和12~F .j )j 27日死亡した。剖検の結果:

i{Uìl1~el羽は小j脳出J[llであったが， m:. mr怒る'IE.腎，翁
劉『撃に転診が認められた。

本例I.tイ i手l~J{{alに11:i幼;/)~~i，j l. ついでず.ilLJ!以IJ~に11，11

売却を形成し所属リソパi制ζ転診を米し.術後反対側

リγパ節および反対's¥IJ手Ll1jtふも1隊診を総め.~j主後 3

年 3 ヶ月で肝 ・ 符~に遠隔転移を来たし，小j脳出取で

死亡したものである。また*fý~lj:乳幼.と子宮路との況

複鎖症例でもある。

症例.[. :{if!OさO江 65才女性主婦

家l卯ff.::妹ヵt.J0才で~~l必iのため死亡して1 必。

l死U蝦:特記すべきことなし。

<<f脈経:4閉 <!:'I然分娩〉。

)j 五五:.10才ーから間t長。

ヨ:訴:話i手LØJ{F~1の発効tとf組事札

現病歴:IIU和4-1年8)'j頃，左手L頭部に{副都態と発・亦

のある湿疹様病変が出現したので，市販の軟宅fを塗布

したところー・応治怨した3 その後.布~L~j'H切にも主主持

感と発赤を伴L 、Jfll性惨出?伎を分泌するì:æ1~擦の発疹が

現れた。秋谷を塗布して織子をみていたところ.右手L
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jíJ{はしだいに腿厳し，示指頭大となり，手~.Ã袋簡は~I

3のようにびらん状もど呈したため.附務J45年12月当院

皮h1f科において Paget紛の疑いで右手L;J{の切除を受

けた。病理組織学的検索の結果，乳頭の表皮内を広が

る Pnget病ということで当科に紹介された。

問所々J，I.:右手L!iJ{は欠狽し.j厳1l~~えとな って L・る。

治乳房には級鰍は触知しない。 Ilij側盟主協にリ Yパ節を

触れるが，やわらかく転移とは考えがたレ。

手術所見:昭和46if1 .H根治的右乳房VJI祈術施行，

肉!民的にはり γパb白紙診は認められなかった。

高持活!組織学的所見:乳線組織内および乳頭切除後続i

Ð.~i;iIJ凋凶に絡組織のi立主主は認められなし・。

術後経過:順調に経過し.ほぽ411;後の現在世駐在で

ある。

木f刈Lt.:;'LDJ{昔前に限131した PngetJliiである。

定OlJ1. J~( 0太 73才女性:]:.錫ー

家族mi:物必ずべきことなし。

l葉自沼t:: 34才の日告，自然流産後，附kl1¥!:i炎からj制史

炎となり入院治療を受けたことがある。

妊娠H~: 21伺(1;'然流産 1副)0

)J 総:.18才・から問*fu
01: 訴..会:乳頭市の;êH.~と主i'i1h.1\:..，

現病Jill: 1昭和47~9JJI3'J.左手LliJls11に必然感'd:fl'っ

た波1$様の発疹が出現し，その後.ti.依勉;に脱獄iのあ

るのに気付いた。乳liJ{i部のIIAiL主は市販のil吹むi二より，

→l寺的にとれたが， しばらくするとまた"1現L.この
ようなことをくり返していた。 llJJ*.来t廷によりぷ

JR~協のn，f.1印刷111を受L・I・，;ムJJlI!M:l織中的検沖;の給処. J依

去をiのリンパift)転移と診断されたので，制約手術の1'1的

で当純に紛介された。

局所々見:左手L坊の外上$iIij舷路線の{31に乎術創縦

浪毛:蹴める。左手L駅前lは凶4の如くびらん状となり，

!日提液性分泌を認める。またi司側放鉱に移動性ある大以

大の リγパ自IlH コを触れた。

手術OU，l.: IIIl和17 ~，q2刀2MI-iN治的左手lv}'l;IJI剣術な

施行した。

肉眼所見:1濁 5 の如く乳!j~の先端にびらんを認める

ほかに腿績はiaめなL、。

がJ迎組織'字':(1内}別，1.:f当6の如く切るしJfd(1;からなゐ

凶tm制泡fi.手L管制jから災皮肉にf1i関しているが，災

l文内の!広がりは乳E賞品:ι!災対しているψy口u広主幻1内付:にニIはよJ

t皮支内の主務益授澗に矢対I応して 1リlγバ球t佼是潤毛を~r総泌める。 リγ

パ鈴'j!伝移は認めなL、。

術後経過:左鎖(~j'上~ir，{;l;，却IJij~.およびi測すi:j悦;

係列i並~R~i VoJ. 23 



乳類の Paget舗につレて

図 1: r.f例r.お乳房::1LJi.ft泌は変形L• }:{I(IiI.: 
はQAIl支の形成が認められる。

図 2:銭例l・れU.fti.部組織{象

l抱f本がI~J るく.大~1の伎を#

寸・る紛紛l胞の浸潤/J~)毛皮内に総

められ， !~;皮肉では主~IYJなリン

パli!波測をagめる。一泊;で11)毛
皮l勾の錨調H胞が94皮l'すまで浸測
している像ヵ~æめられる。
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図 3:必f日IJ[ .イ::ï:jiln.員 i'~i~がびらん状

4fE量す.

函 4:j定例m.左手L綴向:の変化3

国 5:l，ii例制. 1;1)1旬r.&:;~l}A. 乳d員の

kliljμひ'らんを認める、

(ff州信長誌 Vol. 2:i 



手L減cJ)l'aget納じっ1・て
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小池絞りj・&i1:B 太・仏;ifJ揮発・小林三l!t治

にそれぞれ泡チ線照射{ラずナ γ1) 5()()()radを!照射

し術後ほぽ2.ip詳の現在，健在である。

定例lV.小o~.o美 43才 k位二l.:iIJ

家族自主.既nl援:特記すべきょとなし。
妊娠l絞:21"1 (i'I然分娩入

J J 総:I~'J~透前。

I~ 訴:右手LlIlI:ffllのびらん。

現続Iffl:昭和48:1-:7 J J頃.右乳須の先端+ニ莱私大の

小点泡が現われ.淡災色の分泌物により下必が汚れる

ので，某世主を，訪れ治療を受けたが. しだ~ .に感化した

ので，本腕f削可~:れこ~fj 介された。 lOJJ:.H トl~l鎖の-f~1

の試験切除を受け械製組織学的検燃の私liJ長Pagetljij 

と診断されたので当利にM~介された。

局所々見:抑制;は図7の如く綱111し知局制まび

らん状を呈し血性分泌物を認める。乳須の右外上部

に母指媛大.炎偏にI'!I凸のある演界不鮮明の硬い経鰭

を触知する。版協りンパ節は触れな~.。脇術品川吸引

制l泡鈴およびびらん泊;からの分泌物の細胞診の車内果

1:1:.， class Yであった。

子術所見:II({務].18;ド11J115!:1.tH治的，(;j・乳房切断術

を徳行した。放路にC:I:.転移と磨、われる大豆大の硬いリ

ンパilPを数個認めた。

肉l恨所見:1l:JJ{ f~1はびらん状を曇し.眠術形成iftH .t

制断で周II1lJI旨JJJj組織内への波i尚8換をzgめる。

病足並おl織学的m>~: 1~8 の必』 く ， ~11 仰IJ， ~'~:{ i州と

l ょt正I"j級の191 る L ‘胞{本からなり.大型の餓~有する磁

場細胞が乳管制から，ー方C:I:.ョ長;};支l勾へ波iJ:Jし.他方l.t

礼服内にも途してtゐ。手L線内に迷した脱出隊創胞はw
舵形成のtii，tijを示しながら綬被jしている。リンパ節に
LI: U積場とIriJ様の191るい胞休からなる1州UI憾の転移を

必めたs

術後経過:街l雌;似品;s鎖骨下fa:に 5000rad，省iiij胸
!援に42oora<lの電子線照射(ライナック}を行なレ.

{孟ぼ1{I-:半後の成在，健在である。

考按

HaagensenωによればPagetl泌を以下の3つに大別

するニとができる。

①乳頭tニ変化がなく.臨ij;的に11Pagel抵当とし

ての病変は認められなレカ"病理組織学的検索によ

って Paget釧胞が認められるもの(Dockert刊の

Preclinical Paget's disease). 

①手Lll1iおよび手L輸に絡j湾を(，t:うi健i長線病変あるい

はびらんを示すもの。

22 

①手L頭および手L絡のJ内'変のほかに手ln家内t二邸側を

i'Pうもの〈坂元紛の Pagetoid癌である入
ー方.手L癌取扱レ規約‘〉じよれば Paget病は手L鎮

机手し輪向;の表皮肉浸潤を特徴とする損益で.乳管内な

いし経度の管外性浸潤を示すものとなってt・る。二の

腕約Iニよれば Haagensen8)の分刻の中には Paget病

じ核当しない箆例も含まれるが，本論文では広殺に解

釈して乳頭，手L鎗に特徴的な所見を認め.乳腺内に阿

燥の細胞浸潤を認めるものまでを Paget病として扱

っt.:.。
4主々のli~í9JJ1， LVは①の製であり，症例In， I!Iは①
の鍛であって.①仏核当するものは認められなかっ

fょ。

Paget 1t持の頻度はそれほど多いものではなく，われ

われの手L泌症例241例<1'.j例， 1.7%であった。一方.

版元町ま1.2%，Mairの111.5%，久留り1:1:.3%と.われ

われの頒度とほぼ同じ頻度を綴告している。

"1-:令分布はわれわれのjj'r白川lでは-10ft，50ft， öO(~. 

70代がそれぞれ 1例づつであったが.坂元約， Mairめ

ら1':よれば.通常の手L泌よりやや高年令に偏してレる

とl.jつれてl'る。

臨床症状111L頭訓;のびらん，主主待感をi宇うi媛1多織的.

議:， D.in皮形成.異常乳.sJt分泌毒事であるが.時には手u政
l付11.111鍬や版il!hリ γパtliiを触れるニとがある。われわれ

のti目前IJU， 11 は手LiíÄi~!の病変のみで手LJI車内には病変が

必められなかったが.他の2例にはまし頭却の病変以外

に乳!路内総緩を触知した。

本症はしばしば俄1針盤修として治療され. II~治 Ftfi

のA揺れることがある。われわれの-1(9119' 3例IU様珍と

して治療全受け. 1 ~lJcUL~~ ;，mびらんとして治療を受

けている。 Raag-ensen6)によれば， 18 . 8%が~t参され

ており.そのため彼は本復の診断につレて.

①手IJJ{品;だけに限同するびらんあるいは皮l情炎際

病変はすべて Paget紛である。

@手し綴および手l鎗，時には閥凶の皮I脊まで健主4l

た病~C:t.-般には Paget liilである。 しかし時にはJ文

I荷炎のニともある。

①乳JiJit二病変がなくて手し輸あるl.11凋WlのJ1i燃の

みおかされた病変は Paget紛ではなt、
とレう厳しい原則を設けている。いずれにしても， 6首:

診を似るためには!lfiJeS)，ルlair9)らも述べている如く

ずLliJ{分泌物の細胞診をくり返し行ったり.生検を行う

ニとが1f{~である。

塚元紛らは Paget1内を1-'aget癌と Pagetoid縦十二
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Ed. p. 545-569. Sauuders. Philadelphia. Lon-

don. Tronto. 1971 

7) Dockerty. M. B. and Harrington. S. W.; 

Preclinical Paget' 5 disease of the nipple. 

Surg.. Gynec. & Obst.. 93 ; 317 -320. 1951 

8)坂元警(#， ;;~':;野晴夫，梶谷鍍，久野敬二郎，深

見敦夫:乳房のPaget病.箔の臨床. 19; 323-

334. 1973 

9) Maier. W. P.. Rosemond. G. P.. Harasym. 11'. 

E. 1.. Al-saleem. T. 1.. Tassoui. E. M. and 

Schor. S. S.; Paget's disease in the female 

breast. $urg.. Gynec. & Obst.. 128; 1253-

1263. 1969 

(1975. .1. 24受稿)

分けて検討しているが， Pagetoid 痴は Paget絡に比

較してリ γパ節転移を起し易く，ひいてはそれが予後

日彩容し，予後は非常に悪いと述べている。われわれ

の症例1.Nは Pagetoid絡に相当しそのうち続伊j

Iは附側版窓，鎖'狩下紘リンパ節転移からはじまり反

対側版m.鎖骨-上・下総りンパ節.反対側乳房へと転移
し，ついには肝・符などのi志向寄繊総転移を起し 3 ij~ 

3カnで必亡してLる。症例Nlま舷;{f，リンパ節転移が
i認められ，術後1(， I '~l;の現在俗在であるが，予後につ

いては楽続出米ないのが貌状である。また Mair9)の

如く Paget病は通常の乳絡に比較してl子l経前の症例

'.l: I~m~後のものに比絞して予後が不良であると主張す

る学渚もある。いずれにしても Paget病は診断の遂

延，袋皮肉の務進展害事のため，通常の手L絡に比較して

予後不良となる可能性が滞在する。

治療に闘しては，われわれは4例ともに大胸筋切

|徐，小絢筋保存叙治手術合施行したが，手術々式に闘

して本症においてとくに商出窓すべきJ去としては，本症

は乳頭部を'1'心として表皮肉を広がる性絡をお1つ療で
あるので，政l封切開線の決定には特に注;色;し，皮肉の

総残存を防止することであろう。 。，

むすび

われわれの教室で1953{1.'から1974'.1~までに手術な蛇

行した乳綴症例241例中4f9U， 1.7%に Paget1丙が認
められた。この4例を紹介するとともに恭子の文l欲的

考-察を行った。
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